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る 11 ～ 13）。
　資源化手法の選択の代表的な基




































































よそ 80 千円 / トン）。油化装置は
30 年ほど前から 1 トン / 日ほどの
小型プラントが開発、商業運転に
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脂を 2011 年以降 70% に増やすと





















































































油化は 500 ～ 550 ℃で行うのに比
べ、本装置では約 100℃低い温度
で熱分解できた。また、分解油中
の塩素残留も従来技術の 3 分の 1


































れた。10 トン / 日以下の小規模熱
分解ガス化システムの商業化を前
提に、その 10 分の 1 の量 1 トン /
日スケールのシステム運転が実施
された。このシステムでは、溶融
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